
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会福島市アクション＆レガシープラン概要 

 

策定の趣旨 

東京2020
ニーゼロニーゼロ

オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東京2020
ニーゼロニーゼロ

大会」という。）の開催にあたり、関連する事業の実施に官民が連携して取り組み、感動を夢や希望に変え未来につなげるとともに、復興が進んだ福島市の姿や

魅力を世界へ発信して、風評払拭、交流人口の拡大及び地域活性化並びに共生社会の実現を図るために策定する。 

基本コンセプト 

感動を夢や希望に変えて、みんなが誇れる福島市を未来へつなげよう！ 

計画期間 

平成 29年（2017年）5月８日から平成 33年（2021年）3月 31日まで 

 

連携 

現在  

東京 2020 
大会 

東京 2020 ｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

競技大会福島市

推進本部 

・ 

東京 2020 ｵﾘﾝ

ﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

競技大会福島市

推進協議会  

機会の 
提供 

未来  

３ 文化プログラム ４ ホストタウン ５ 大会気運 ２ 事前合宿 １ 野球・ソフトボール競技 

福島市が取り組む 5 本の柱  

①  「東京 2020公認プロ 

グラム」、「東京 2020 

応援プログラム」、 

「beyond2020 プロ 

グラム」、「文化庁文 

化プログラム」の推進 

②  文化芸術的価値の再 

発見と活用 

③  外国人観光客の受入 

体制の整備（再掲） 

④  その他、文化プログラム 

に係る取組 

 
市民 

一人ひとりの 

参画 

①  大会等で来日するスイス 

連邦の選手等と市民と 

の交流 

②  スイス連邦とのスポーツ、 

文化芸術、経済、学術 

等での市民との交流 

③  東京 2020大会時のス 

イス連邦選手団の応援 

④  日本人オリンピアン・パラ 

リンピアンと市民との交流 

⑤  復興状況と魅力の情報 

発信（再掲） 

⑥  外国人観光客の受入体 

制の整備（再掲） 

⑦  その他、ホストタウンに係 

る取組 

①   聖火リレーの誘致 

②   東京 2020大会開 

会式及び野球・ソフト 

ボール福島市開催会 

場での福島市の子ど 

も達によるオリンピック 

マーチの演奏実現 

③   老若男女の健康づく 

りの機会の提供 

④   オリンピック・パラリンピ 

ック教育の実施 

⑤   おもてなしの心やボラ 

ンティア精神の醸成と 

実践 

⑥   その他、大会気運の 

醸成に係る取組 

①   東京 2020大会参 

加各国及びホストタ 

ウン交流相手国（ス 

イス連邦）の競技の 

事前合宿の誘致 

②  事前合宿の観戦と選 

手と市民との交流 

③   スポーツボランティアの 

育成と活用（再掲） 

④   スポーツ施設の環境 

整備充実 

⑤  その他、事前合宿に 

係る取組 

①   東京 2020大会野球 

・ソフトボール福島市開

催の観戦と試合チーム

の選手と市民との交流 

②   復興状況と魅力の情 

報発信 

③   外国人観光客の受入

体制の整備 

④   スポーツボランティアの 

育成と活用 

⑤   安全安心な道路・輸 

送環境の整備 

⑥   防犯及び災害時の危 

機管理体制の構築 

⑦  その他、競技開催に係 

る取組 

➀競技力の向上 と競技人口の拡大   ②国内外観光客の増加   ③生涯健康意識の高揚   ④文化芸術の継承  

⑤スイス連邦及び事前合宿実施国 との交流継続   ⑥おもてなしの心 とボランティア精神の浸透   ⑦ブランドイメージの向上  

ア
ク
シ
ョ
ン 

レ
ガ
シ
ー 



東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会 
福島市アクション＆レガシープラン（基本計画） 

 
 

Ⅰ 策定の趣旨 
    東京２０２０

ニ ー ゼ ロ ニ ー ゼ ロ

オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東京２０２０
ニ ー ゼ ロ ニ ー ゼ ロ

大

会」という。）の開催にあたり、野球・ソフトボールの福島市開催をはじめとする

関連事業の実施に官民が連携して取り組み、感動を夢や希望に変え、未来につな

げるとともに、これまでの国内外からの支援への感謝の気持ちを示しながら復興

が進んだ福島市の姿や魅力を世界へ発信して、風評払拭、交流人口の拡大及び地

域活性化並びに共生社会の実現を図るために策定する。 

 

 

Ⅱ 基本コンセプト 
 

感動を夢や希望に変えて、 
みんなが誇れる福島市を未来へつなげよう！ 

    

 

 

Ⅲ ５本の柱と未来へつながるレガシー（遺産となる成果） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ✻文化プログラム……２０２０年以降を見据えた中で、日本の強みである地域性豊かで多様  

性に富んだ文化を活かして、地方創生や地域活性化につなげる取組。  

 ✻ホストタウン………東京２０２０大会に参加する国や地域と全国の自治体とが人的・経済的・文化的

な相互交流を図り、自治体の地域の活性化や観光振興等に寄与する取組。 

 

１ 野球・ソフトボール競技 

２ 事前合宿 

３ 文化プログラム 

４ ホストタウン 

５ 大会気運 

① 競技力の向上と競技人口の拡大 

② 国内外観光客の増加 

③ 生涯健康意識の高揚 

④ 文化芸術の継承 

⑤ スイス連邦との交流継続 

⑥ おもてなしの心とボランティア 

精神の浸透 

⑦ ブランドイメージの向上 



Ⅳ 計画期間 
   平成２９年（2017年）５月８日から平成３３年（2021年）３月３１日まで 

 

Ⅴ アクション 
 １ 野球・ソフトボール競技 
  【取組】 

① 東京２０２０大会野球・ソフトボール福島市開催の観戦と試合チームの選手 

  と市民との交流 

② 復興状況と魅力の情報発信 

③ 外国人観光客の受入体制の整備 

④ スポーツボランティアの育成と活用 

⑤ 安全安心な道路・輸送環境の整備 

   ⑥ 防犯及び災害時の危機管理体制の構築 

   ⑦ その他、競技開催に係る取組 

 

 ２ 事前合宿 
  【取組】 

① 東京２０２０大会参加各国及びホストタウン交流相手国（スイス連邦）の 

 競技の事前合宿の誘致 

② 事前合宿の観戦と選手と市民との交流 

③ スポーツボランティアの育成と活用（再掲） 

④ スポーツ施設の環境整備の充実 

⑤ その他、事前合宿に係る取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３ 文化プログラム 

  【取組】 

① 「東京２０２０公認プログラム」、「東京２０２０応援プログラム」、「beyond 

２０２０プログラム」、「文化庁文化プログラム」の推進 

   ② 文化芸術的価値の再発見と活用 

   ③ 外国人観光客の受入体制の整備（再掲） 

   ④ その他、文化プログラムに係る取組 

 

 ４ ホストタウン 

  【取組】 

① 大会等で来日するスイス連邦の選手等と市民との交流 

② スイス連邦とのスポーツ、文化芸術、経済、学術等での市民との交流 

③ 東京２０２０大会時のスイス連邦選手団の応援 

④ 日本人オリンピアン・パラリンピアンと市民との交流 

⑤ 復興状況と魅力の情報発信（再掲） 

⑥ 外国人観光客の受入体制の整備（再掲） 

⑦ その他、ホストタウンに係る取組 

 

 ５ 大会気運 

  【取組】 

① 聖火リレーの誘致 

   ② 東京２０２０大会開会式及び野球・ソフトボール福島市開催会場での福島市 

の子ども達によるオリンピックマーチの演奏実現 

      ③ 老若男女の健康づくりの機会の提供 

   ④ オリンピック・パラリンピック教育の実施 

   ⑤ おもてなしの心やボランティア精神の醸成と実践 

   ⑥ その他、大会気運の醸成に係る取組 

    
✻東京２０２０公認プログラム……国、東京都、会場関連自治体、ＪＯＣ、ＪＰＣ、スポンサ  

ーが行う日本文化の継承・発展・創造などで文化芸術性の高 

い事業に、大会組織委員会から公認マークが付与されるプロ  

グラム。 

✻東京２０２０応援プログラム……非営利のスポーツ関連団体、経済関連団体、文化関連団体  

などが行う日本文化の継承・発展・創造などの事業に、大会  

組織委員会から応援マークが付与されるプログラム。 

✻beyond２０２０プログラム………２０２０年以降のレガシー創出につながる日本文化の魅力を発信す 

る事業や活動で、障がい者のバリアを取り除いたり、外国人との言語 

の壁を取り除く取組を行う事業に、国から認証マークが付与されるプ 

ログラム。 

 ✻文化庁文化プログラム……………文化芸術の発展や文化財の保存・活用のため、文化庁主催事業や地 

方公共団体・民間等の主催事業で文化庁が補助する事業などに位置付 

けられるプログラム。 



Ⅵ 推進体制 
１ 庁内組織  
（１）東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会福島市推進本部 

     東京２０２０大会の競技開催及び関連事業や施策を推進するため、市長を 

本部長、副市長を副本部長とし、教育長、水道事業管理者、各部長等の本部員 

で構成する推進本部を設置する。 

 

（２）東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会福島市推進本部幹事会 

     推進本部の指示事項を調査及び検討するとともに、各部局間の関連施策の調 

整及び推進を行うため、各部の次長等で構成する幹事会を設置する。 

 

２ 市民、関係機関、関係団体等 

（１）東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会福島市推進協議会 

     東京２０２０大会の競技開催及び関連事業や施策を「オール福島」で推進す 

るため、推進本部と連携して取組を進める市民、関係団体等で構成する推進協議 

会を設置する。 

 

（２）東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会福島市推進協議会専門 

部会 

     推進協議会は、必要に応じて調査及び検討を行う専門部会を設置する。 

                    連携 

 

 

                    

 

  

連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京２０２０オリンピック・ 
パラリンピック競技大会 

福島市推進本部 

〔幹事会〕 

（庁内組織） 

東京２０２０オリンピック・ 
パラリンピック競技大会 

福島市推進協議会 

〔専門部会〕 

（市民、関係団体等） 

情報共有 

協働 

【国】 

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 

 内閣官房東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部 

【東京都（開催都市）】 

東京都ボランティア活動推進協議会 

【福島県】 

2020年東京オリンピック・パラリンピック関連事業等推進本部 

2020年東京オリンピック野球・ソフトボール福島県実行委員会（※競技団体組織）  

【自治体】 

全国知事会オリンピック・パラリンピック推進本部 

2020年東京オリンピック・パラリンピックを活用した地域活性化推進首長連合 

 



 
 
 
 
 
7/24 
～ 
8/9 
ｵ ﾘ ﾝ
ﾋﾟｯｸ 
 
8/25
～ 
9/6 
ﾊﾟﾗﾘ
ﾝﾋﾟｯ
ｸ 

Ⅶ 主なスケジュール 
 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度～ 

会議・計画      

 

野球・ソフトボール 

競技 

     

事前合宿      

文化プログラム      

ホストタウン      

大会気運      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖火リレーの誘致、イベントの実施による醸成 

競技開催に向けた準備 

事前合宿の誘致 

受入整備の実施 

スイス連邦とのホストタウン交流 

スポーツや文化芸術、観光イベントの実施 

文化プログラムの実施 

情報発信 

おもてなしの心やボランティア精神の醸成と実践 

基本・実施

計画策定 

推進本部、推進協議会の事業推進 

実施計画

策定 
実施計画

策定 
実施計画

策定 


